
名古屋国際センター   

通訳・翻訳ボランティアの申込みについて 

 

よくあるご質問 

 

Q 外国人の方が、直接申し込む場合はどうすればいいですか？  

A 名古屋国際センター 情報カウンター（TEL 052-581-0100）にお電話ください。英語、中国語、ス

ペイン語、ポルトガル語、フィリピノ語、ハングルで対応いたします。 

*曜日・時間により対応可能な言語が限られます。 

 

Q 医療機関に通訳ボランティアを派遣してもらえますか？ 

A 高度な専門性・正確性が必要な場面にボランティアを派遣することはできません。 

ただし、栄養指導や入院生活のオリエンテーション（食事時間の案内や、施設の使い方）など、派遣で

きるケースもあります。 

 

Q ボランティアの指名はできますか？ 

A 原則としてできません。医療機関への派遣などで、男性希望、女性希望ということであればなるべく

ご希望に添うように、ボランティアを探します。 

 

Q 派遣されたボランティアにまたきてほしい。直接ボランティアに依頼していいですか？ 

A いいえ。必ず NIC まで再度お申し込みください。 

 

Q 観光地に通訳ボランティアを派遣してもらうにはどうすればいいですか？ 

A 観光する場所、経路、利用交通機関などは、あらかじめ依頼者が決定の上、必ず同行してください。

ボランティアは、観光地のアレンジやスケジュール調整などは行いません。 

また、観光地についての 特別な知識は持ち合わせておりませんので、ご了承ください。 

 

Q ボランティアはすぐ見つかりますか？ 

A 派遣が 1 名のみの場合は 2 週間前、複数名の場合は 1 か月前までのご依頼をお願いしております。ポ

ルトガル語など、言語や日時によっては都合がつくボランティアが見つからない場合もございます。 

 

Q ボランティアに、事前に通訳内容に関する資料を渡すことはできますか？ 

A はい。名古屋国際センターにお送りいただければ、事前にボランティアに送付します。 

事前準備をするボランティアも多いため、通訳内容に関する情報、配布資料、当日使いそうな専門用語

などは、可能な限り事前にお知らせください。 

 



Q ボランティアの連絡先を教えてもらえますか？ 

A 原則としてできません。依頼者に事前にお知らせするのは、ボランティアの氏名のみです。ただし、 

大きな国際交流イベントなど、複数名のボランティアを派遣する場合は、連絡調整などを、直接ボラン

ティアと行っていただく場合がございます。その際は、派遣するボランティアの了承を得た上で、ボラ

ンティアの連絡先をお伝えします。 

 

Q 通訳ボランティアの派遣を依頼するのですが、当日配布する資料が複数あるため、 

  同時にその資料 の翻訳もお願いしてよいですか？ 

A 通訳ボランティアがその場で翻訳を行うことはできません。活動は、当日その場での通訳に限られま

す。資料の翻訳などは、内容によっては、翻訳ボランティアに依頼することもできますの で、事前に名

古屋国際センターにご相談ください。 

 

Q 翻訳ボランティアに依頼した場合、ネイティブチェックを行っていますか？ 

A いいえ。ネイティブチェックは行っておりません。ボランティアが翻訳したものに手を加えずにお送

りいたします。 

 

Q NIC のボランティア派遣が無理な場合、どうすればよいですか？ 

A 通訳・翻訳会社の情報がございますので、名古屋国際センター情報カウンター（TEL:052-581-0100）

にお問い合わせください。 


